職 務 経 歴 書
20XX年XX月XX日現在
氏名　〇〇 〇〇
■職務要約
カイロプラクティック専門院にて◯年、腰痛・肩こり・頭痛・姿勢不良を主訴とする成人から高齢の患者様を中心に、月間◯名の施術を担当してまいりました。ディバーシファイド、アクティベーター、トムソンテクニックを主訴と身体状況に合わせて使い分け、問診と姿勢分析をもとに施術計画を立てて説明することを心がけております。施術後はストレッチや姿勢改善のセルフケアを書面で渡し、次回来院の目安まで共有する運用を続けてきました。
■職務経歴
※掲載内容は架空の記入例です。社名・期間・業務・数値・資格は実際の経験に合わせて書き換えてください。
□20XX年4月〜現在　株式会社〇〇〇〇
事業内容：カイロプラクティック専門院（施術者◯名、1日平均来院数◯名）
	期間
	業務内容

	20XX年4月
〜
現在
	所属・役職：カイロプラクター
【担当業務】
・腰痛・肩こり・頭痛・姿勢不良を主訴とする患者様への施術（月間◯名）
・初回カウンセリング、問診、姿勢分析、可動域測定と施術計画の立案・説明
・ディバーシファイド、アクティベーター、トムソンテクニックを用いた施術
・ストレッチや姿勢改善のセルフケア指導、来院間隔の提案とカルテ記録・予約管理
【実績】
・施術前後の姿勢写真と可動域の記録を定型化し、来院時に変化を説明する運用へ統一。満足度アンケートで◯%の評価を得て、リピート率が前年比◯%向上した
・初回カウンセリングの説明手順とセルフケア資料を院内で標準化し、新任スタッフへの共有も担当。初回から継続プランへの移行率が約◯%改善した


■活かせる経験・知識・スキル
・ディバーシファイド・アクティベーター・トムソンテクニックの実践
・問診、姿勢分析（目視・写真）、可動域測定と記録
・セルフケア指導、生活習慣に合わせた来院計画の提案
・カルテ管理システム・予約管理ソフトの操作、来院フォロー対応
■資格
・米国カイロプラクティック大学 Doctor of Chiropractic（20XX年X月修了）
・普通救命講習修了（20XX年X月）
■自己PR
私の強みは、初回カウンセリングで患者様の生活背景まで確認し、施術方針を言葉と記録で共有する点です。姿勢写真と可動域測定を施術前後で記録し、来院ごとに変化を一緒に確認する進め方に統一したところ、満足度アンケートで◯%の評価をいただき、継続プランへの移行率も◯%改善しました。貴院でも、説明と記録を丁寧に積み重ねることで、患者様が納得して通い続けられる関係づくりに貢献したいと考えております。
以上
